
コハクチョウ（ガンカモ科） 毎年、熊谷市大麻生の森や河原へ、遠い北国からやってくる

冬鳥たちの最後に到着するのが、コハクチ，ウです。単独または灰色の、幼鳥をまじえた5羽

から10羽程度の家族単位で、冬をすごします。飛び立つ時は、リーダーの合図に家族が応えて

一斉に鳴き声をあげて、水面を力強くけりながら飛び上がります。家族の紳は強いようです。 

昨年は到着早々、野犬におそわれて、翼をひろげて必死に戦う姿を見て感動しました。 今年の 

大麻生が彼らにとって厳しい冬でないことを祈って一・‘一ー・。 	（写真と文・今井明巨） 



愛鳥思想の拡大を 

日本野鳥の会埼玉県支部長 今 井 昌 彦 

新年明けましておめ

でとうございます。 

ツグミのさえずりと 

ともに目覚める朝の冷 

気が、一段と厳しさを

増しています。会員の皆様には、ど多忙だっ

た昨年を顧みて、新たなる希望、 目標に向か

って、すでに第一歩を踏み出されたでありま

しょ う。 

埼玉県支部の新生 2 年目はきわめて順調に、 

また堅実な前進をとげました。 

支部組織が強化され、新たに部会制が導入

され、若い幹事さんが多数選ばれて、活発な

動きがありました。研究部は県内の野鳥生息

調査の一環として夏鳥調査を行い、会員の熱

心な協力により貴重なデータを集めることが

出来ました。 普及部は探鳥会の開催地を大き

く広げ、パネル展、野鳥展を成功させて、県

民の野鳥と自然への関心を拡大させました。 

編集部は 「しらこばと」 の充実に努めました。 

6 00 人を越える会員と探鳥会参加者の大

幅な増加は、そのまま支部活動の充実と、こ

れに寄せる県民の期待とをそのまま示してい 

るのではないでしょうか。 

さて、今年は、県民への一層の愛鳥思想の

普及に努め、探鳥会の充実のため、探鳥会リ 

ーダーの研修を重ね、パネル展、野鳥展を開

催し、 ミニサンクチュアリ運動の展開ととも

に、一人でも多くの県民に埼玉の自然の大切

さを考えていただこうと企画しています。 

さらに、埼玉県で初めてのサンクチュアリ

の実現に努力するとともに、浦和をはじめ、 

県南地区の開発計画に対して、我々の意見を

反映させていきたいと考えております。 

研究部の行っている県内の野鳥生息調査に

力を入れ、 さらに充実したデータの収集に努

力し、野鳥保護のための基礎作りを続けます。 

支部活動の拡大のため、支部財政の充実は、 

重要な問題です。より質の高い活動のため、 

支部会員の皆様とともにこの問題に取り組む

覚悟です。 

我々がやらなければならないことは、数え

きれません。埼玉県の自然を守るため、会員

の皆様の一層のご協力と積極的な参加を切に

お願いいたします。 

i年の抱負、 
“ ー ’ーー ーノ 

野鳥 の新た 

日 1ョの来るのを楽しみにしながら 

佐 藤 ミ ツ（浦和市） 

にしながら 
、 “, ノ皿土”→ \ 	では、 日曜 

明けましてお目出度うございます。 

私は、恥ずかしい話ですが、カラスが 2 種

類あるという事さえも知らずに、探鳥会に参  

日の来るの

が待ち遠しく、まるで恋人？にでも会いに行

くような、胸の高鳴りをおぼえるようになっ

てしまいました。 今年は、出来るだけ多く参 
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タンfウ 

・ツル且

ッI瞬斗
顧I40い 

ハワセキしイ 

・スズX目
セキレイ休汁 

r全長2C1 

新しいカレンダーに書きこまれる一年分の

山の名を想像するのは楽しい。そこで出会う

鳥たちや高山植物など、思うだけでも胸がと

きめく。けれども、自然への愛着はともすれ

ば甘えとなり、つい侵害する側に立ってしま

う場合もあって、考えさせられる。 

今年の山歩きでは、このことに心しよう。 

新しいカ 

カワセ 

私は、前か

ら鳥が好きだ

ったけれど、 

会に入れたの

は 6 年生から 

トラフズワ  

7'7IJ隅 

鐸篇 

色竺ましておめで 

加して、もっともっとたくさんの小鳥さんた

ちに会いたいと願っております。 

最高の生きがいを教えてくださった皆様に 

感謝しております。こ

れからもよろしくご指

導くださいますようお

願いいたします。 

たくさんの鳥を見て 

もっとよく知りたい 

大里小4年 池田琢朗（浦和市） 

今年は、いろいろな場所で行われる探鳥会

に参加して、めずらしい鳥も、ふつうの鳥も、 

たくきん見て、それらの鳥についてもっとよ

く知りたい。 

そして、他の野鳥の会の人に少しでも追い 

つきたいと思います。 	（左のカットも） 

そおっと自然の中に 

松井昭子（大宮市） 

＜野の草の

一本も傷つ

けず、野鳥

や虫たちの

営みを脅す

ことなく＞を肝に銘じて、そおっと自然の贈

物を味わいつつ歩きたいと思う。 

や猛禽類に会いたい 
村上由香（越谷市） 

でした。それからは、探鳥会へ行くのが一番

の楽しみです。今はまだ、浦和・三室や、こ

の近くのところしか行けないので、中学生に

なったら、大麻生などにも行きたいなあと思 

います。 	 （次頁に続く ） 
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カロセさ 

・叫ジ」9りカ日 

で1タ．s康斗 
' 費ーI7cm 

議「白呼‘と 

・キジ目
寺シ’斥斗
報b''" 

（前頁から） 

私が一番見たい鳥は、カワセミや猛禽類た

ち・・・…。だから、大きくなったら、この鳥を

思うぞんぶん見たり、保護をしたりしたいと

思います。 

ンコウチ I ウとの出会いを 

初日の出に 

岡安征也（北本市） 

昨年 7 月に入会し、まだ 3 度しか探鳥会に

参加していない、怠惰な新米会員です。家庭

内円満を保つため、 t‘夫婦共同参加’’を約東

させられています。 

先輩諸氏のご指導よろしきを得て、 目に映 

る鳥の姿や鳴き声がすべて、気になる昨今で

す。鳥君たちに親しむため、できるだけ多く

の名前を憶えたいと心に念じつつ、昨年、地

鳴きを聞きながらも、ついに対面し得なかっ

た石戸宿のサンコウチョウとの出会いを初日

の出に祈ります。皆さん、今年もよろしく。 

昨年の思い出とともに 

五十嵐輝雄（所沢市） 

野鳥の会

の皆さん、 

明けまして

おめでとう

ございます。 

小生、会員歴 3 年の小ベテラン？です。白

状しますが、探鳥会参加 2 回の立派な？会員

です。さて、こんな会員にも、昨年、楽しい

思い出がありますので、聞いてください。 

わが職場は、全国の公害問題に取りくんで

いる人の研修所です。この中で、鳥獣保護担

当者の研修があり、昨年初めて、 日本野鳥の

会埼玉県支部指導の下に、早朝探鳥会をやり 

一年のひと巡りを経て、新しい年を迎える

時となりました。 

私のささやかな信仰より、人間と天地万物

の創造主が私共に委託管理を任された自然と

生物を、全ての人々が大切に愛してゆく心を

持つようにと常に祈るものです。 どうか、 自

然界を人間が私物化して、勝手に処分するこ  

ました。 

本部の市田則孝常務理事も参加され、所沢

航空記念公園で野鳥視察0 途中、米軍基地内

でのキジの親子を観察。 別のグループからは、 

イソヒョ ドリを観察中の朗報など、和やかな

探鳥会でした。この良い思い出を胸に、研修

者一同は、全国で益々、 自然保護に、野鳥保

護に遭進することでしょ う。 

小生も、これを機に探鳥会に参加しますの

で、よろしく。そして、この欄をお借り して、 

早朝からご指導いただきましたリーダーの方

々に改めて、お礼申し上げます。 

lちじこ

ズでト 
tは 

書え7いl 
イ本形 

曳I 

、、 、 

とのないように、私共の 	 ・キジl 

幸せのために生かすことが出来る 難

ようにと願います。 

四季折々に、多くの空の鳥や地にある生き

物、美しい花、そして、友との素晴らしい交

わりを楽しみにしております。 

自然7Jを生かすようにしたいもの 
新嶋紀子（千葉県浦安市） 
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鳥への思い 

福井恒人（浦和市） 

今年は、新生埼玉県支部も、 3 年目を迎え

ることになる。 600人以上の、野鳥を愛する

仲間と共に、活動の輪も、大きく広がること

と思う。 

初めての鳥との出会い、旧友との再会（鳥

のことですよ）などの中で、パードウォッチ

ャーが一度は体験することがある。それは、 

彼または彼女のつぶらな瞳と、スコープなど

のレンズの中で、パッタ り と目が会った時の

ドキッとする衝撃ー これは、どんな美人の

流し目よりショ ッ クが大きい。 （もっとも、 

今までに出会った美人は全て、営業用の流し  

目しか、私にくれ

なかーったからか？

鳥との出会い。 

それは、たとえこ 

の前に出会った彼 ．ワ均力且 司シタ力目 

女でなく とも、同 	ワシ9カ4斗 	りシタ塀斗 

じ場所で同じ種類 全長5らcn、 

の鳥と出会うとつい、 「元気かい？今度会う 

時も元気な姿を見せてくれよな／」 と、心の

中で話しかけてしまう。この気持ちは、愛鳥

家の皆様ならきっと、わかってくれると思う

のです。 

)丞4) 	-tY-/\ 

・ワ均力且 
m9カ4斗
全長ららcn、 

司シタ力目
りシタ塀斗
全瓦5ocm 

探鳥会に初めて参加して 
60年10月27日、平林寺同辺 

熊谷市・鈴木加代子（学生） 

こんにち 楽しく参加することができました。双眼鏡を 

, 私は、 	貸していただいたり、知らない植物の名前を 

羊 9 月に 教えていただいたり、初参加の私にも、 うち

本野鳥の とけやすく親しみやすい探鳥会でした。 

へ入会さ 	飛んでいる姿や、声は聞いたことがあって 

ていただ も、名前や本当の姿は知らなかった鳥も多く、 

なかな 驚きや発見にあふれていました。また、私の

う又、昨年 家の近くに見られた見馴れない鳥も、 くわし

きって参 い知識を得ると、その親近感もぐっと湧いて

くるものだと実感しています。この探鳥会を

知識的 機に、野鳥への理解を深めてゆきたいと思っ

りました ています。 （カッ トも描いてみました） 

こんにち

は。私は、 

昨年 9 月に

日本野鳥の 

いた者です。会に友人がいないため、なかな

か探鳥会に参加できずにおりましたが、昨年 

10月27日の平林寺の探鳥会に、思いきって参

加してみました。 

双眼鏡もなく、知り合いもおらず、知識的

にも全くの初心者のため、不安もありました

が、会員さんは親切な方ばかりで、たいへん 

A こo、畠いEa 

擦鳥念で兜らIhぶ二,マミ千ャジナィ． ‘濃 
L 噂U マ千ャナィ 穀合蕊 

ノぐー ド ップだより く1月＞ 
Kな降整球 

〔財〕日本野鳥の会事業部から 

〔あけまして おめでとう ございます。お正月セール〕です。 

“新春’’のごあいさつにご利用ください。半端、見本品など、 

一年分の掘出し物・お買得商品・福袋など各種ご用意。 1月25日 

まで。 ※ 2 月は、バレンタイ ンセールを予定。 

( 2~5頁の力ッ ト 8 コマ・比企 裕） 

券易 
全長3Oci 

郵収驚’~醜，I1fl 

一 5- 



サンクチュアリに 
寄せて 

ヒョドリ 

スズXえ
ヒョドリギ十 

り“、 

、
 

『野鳥e話．(9D5毎） 

「ミニサソクテェアリJ 

特集号かぢ 

線’“潟月、島甚り、血すだくとし
罵異はその●‘にして土にかA，か、 
Iseよせてお《と、そニがコオpギ‘ 
はじめ．小さな准だ、のすみ喝所，柿
が発リ切れ‘柳に買い“め．巌キ加
輪■にそなえ●す．＊々暗が色づ・
始める’、加台‘とりつ”●す． 

と’ニにでし 
い、．う3を‘、や叫’ス 

イ也a鳥n 
もhネょhか‘ 

う各l、 

モズ’ 

’スでX日
モズ禾斗
銀20o.' 

ツワ’ミ敏斗 
全孟23c3 

冬 
’越し‘"“●准酒にとつて巌しいとL 
ねぐらとして‘伽で，‘よう．雫く幸った
ら皐軸カ‘L 食伽’干足r●，肌北円て仕 
”に鵬叫台の““やさないよ●に.*" 
.水力陳らない工央を．富”●離闘“のドカ 
I*4*'. 

わが家のミニサンクチュア 

蓮田市・中島康夫

現在、私たちの住んでいる都市周辺では、 

急激に宅地化が進み、雑木林や田畑が消失し、 

自然環境は、悪化しております。しかし、エ

サの不足する冬になりますと、住宅地にも、 

いろいろな鳥がやってきます。 

私の所でも、狭い庭に10年ぐらい前から、 

ェサ台を置き、実のなる木を植えて、鳥の来

やすいようにしております。まず一番に、ス

ズメがきます。 次いで、キジバトやムク ドり  

がやってきます。そうするうちに、 

いろいろな鳥がくるようになります。 

ェサ台を占領し、ほかの鳥がく

ると、追い払うヒョ ドリ、地面の上で静かに

ミ ミズや虫をさがすツグミ、樹の間をせわし

なく動き回るシジュウカラ、やぶの中で虫や

実をさがすウグイスやアオジ、木の梢で高鳴

きをするモズなど、どこにこんなに沢山の鳥

がいるのだろう、と思うぐらい、いろいろな

鳥がきて、冬の間中、楽しませてくれます。 

今冬のわが家の一番の話題は、 ピラカンサ

が枝いっぱいに沢山の実をつけたことです。 

、、
、
 



このビラカソサは、 ヒョ ドリからの贈り物で、 

5 年ぐらい前、 ヒョ ドリの落していったフソ

から実生で育ち、現在は、 3mぐらいの高さ

にまで育ちました。 

日本野鳥の会では、 ミニサンクチュアリ運 

「窓をあけたらキミが」 

鴻巣市・ 

窓をあけたらキミ（野鳥）がいる。なんと

素晴らしいことでしょう。 

かれこれ10年前、そんな生活を夢みて、本

屋で見つけた 「野鳥の招き方」 を買い求め、 

狭い庭に野鳥の餌木として、 ピラカンサ、柿、 

うめもどき、まゆみ、もちの木などを植え、 

手作りのバードテーブルを置いてみました。 

初めてのお客様、 ヒョ ドリを見つけた時の感

激ノその後、毎年、北の国の雪便りを聞くこ

ろになると、紋付羽織のジョ ウビタキ、黒ネ

クタイ姿の・りノジュウカラが先ず、挨拶に訪れ、 

動を展開しています。自分たちの身近な所に

自然を残し、鳥や虫たちが生活できる場を、 

ほんの少しの所でレ、レ、ですから、提供しよう

ではありませんカ￥―。 

いてほしい 	次いでソグ ウグか 

山本美代子 	 スに混り、常連のヒョ 

ドリ、スズメ と、テープルは賑わいます。 

鳥の世界のいじめっ子は、 ヒョ ドリ。サッ

と低空飛期して、小さい鳥を追っ払い、パン

切れを、目を白黒させながら呑み込む姿は、 

面白いやら憎らしいやら、 しかし、飛び立つ

とき、一声ピーョとお礼を言って去りますか

ら、憎めません。去年、初めて来たメジロ、 

今年も来て、 ミカンをつついていくかしら？ 

本日のメニューは、 パンにジュース、柿、 

デザー トはバードケーキ。 障子に映る鳥影。 

きっと、 「窓を開けばキミがいる」 はず。 

私の庭に来る鳥と俳句 

浦和市．語穂寿四郎 

餌台の争奪戦が面白い。今までのところ、 

椋鳥が、数を頼んで、最強である。鴨や鵜が

来て食べていても、椋鳥が来ると、側の柘椙

や梅に退避して、空くのを待っている。とこ

ろが、椋鳥の方は、入れ替り立ち替り来て、 

仲間が満足するまで占拠してしまう。酷いの

である。 

白椿が咲くと、こんな鴨が見られる…… 

“逆しまに 小枝の驚や 白椿” 

リ 	の小さな庭は、広がる原野？の一 

部となり、行き来する小鳥は、朝

のひと時をたのしませてくれます。 

近所の目を気にしながらも、庭の手入れを

せず、一見、荒れ放題にしておくことにしま

した。移植したものはほとんどないのに、名

もない雑草が生いしげり、春に咲く花々、秋

に鳴く虫は、思わぬ目をひらかせてくれます。 

去年の秋、 どの鳥が落していったのか、種

子から芽を出した、 ツゲとピラカンサの小さ

な苗が 4,-.- 5 本、 どれだけ延びるか、たのし

みです。 

r 朝自分の部屋にレ、ると、居間の方から、 

~ 「ヂッチャン、変った鳥が来ているよ」 と 5 

1 歳児が呼ぶ。四十雀が 3 つ 4 つ 5 つ、庭を左 

~から右隣の方へ樹を伝って行くところであっ 
~ 
~た。狭い庭であるが、梅擬きの下に餌台と水 

1 台を置き、 5 年になる。常連は雀、椋鳥、雄 

~鳩で、食事をしたり、水浴など楽しんでい蒼p 
由‘‘マ ー’ ー、‘ ー 	 ’ 	 ツグミ 

柿の実るころ、鴨、 目白、四十雀、鷲、鵜、 

尉鶏（ジョウビタキ）が来てくれる。 それで

も、上得意は雀で・・・…。 

t‘給餌台 雀に戻る 鳥曇’’ とはなる。 

コシ‘ュケイ 

・キツ目 
キジ牙斗 

銀コ％m 

んr幸 窓からみえる 

んり ポりク 景色の中心。 

カキ、 ク リ、 

カシ、 ヒノキなどの木

々の延長であるわが家 

わが家のミニサンクチュアリ 

北本市・田中昭三郎 

食卓のそばには、双眼鏡とフィールドスコ のて 

ープ、朝の食事はいつも、パードウォッチン 	ョ 

グの時間です。 

四季折々の変化をみせてくれる、前の家の しプ 

大ケヤキは、 	も1 

-7一 



ビ’ンズイ 

‘ヌRX目 

鷺誉斗．ーZ 力ット’比企裕 
七土紀LOCM '"'“、 （次頁も） 

昭和 60年度シギ・チドリ調査 

日本野鳥の会埼玉県支部研究部 

種 	名 
秋ケ瀬 大麻生 阪東大橋 

春 秋 春 秋 春 秋 

コチ ドり 

イカルチ ドリ 

シロチ ドリ 

メ ダイチ ドリ 

z、ナグロ 

ケリ 

ッパメチ ドリ 

キョ ウジョ シギ 

ト ウネ】ノ 

ウズラシギ 

ハマりノギ 

アオアシシギ 

ク・サシギ 

夕カブシギ 

キアシシギ 

イ ソシギ 

ソ リハシシギ 

ダイ りノャ クシギ 

ホウ 口 クシギ 

タ シギ 

アカコ二リ ヒ レアシシギ 

ジッギ sp 

0
 

0
 
0
 

0
0
 
0
0
0
0
 

0
0
0
  

0
 

0
0
 

0
 

0
0
 
0
 

0
0
 
0
  

0
0
 
0
 

0
 

0
 

0
  

0
 

0
 

0
 

0
 

0
  

0
0
 
0
 

0
 
0
0
  

0
0
0
0
 

0
 

0
0
0
0
0
0
0
  

種 	名 

iil本町
明 戸 

蓮田市
黒浜沼 

大宮市
深作沼 

春 秋 春 秋 春 秋 

コチ ドリ 

メ ダイチ ドリ 

z、ナグロ 

ヒパ リ シギ 

ハマッギ 

ク・サッギ 

タカブシギ 

イ ソり／ギ 

チニL ウシャ クシギ 

夕 シギ 

／し
 

、
ノ
  

0
 

0
  

0
0
0
 

0
0
0
0
  

0
 

0
0
0
0
0
 
0
  

調査日 4/29, 9/15 

調査には多くの会員のご協力をいただき有難うござ

います。今後ともよろしくお願いいたします。 

執筆・萩原正二 

蕪雄麟女 
探鳥会 3 回目。紅葉も終わりに近い

肌寒い11月半ばの日曜日。 どんな鳥が

顔を出すのか期待を持って三室へ。初

めて参加する姪も、興奮気味。双眼鏡

とガイ ドブッ クを持って出発。集まっ

た人たちは、年齢も職業も違うけれど 

「探鳥を楽しむこと」 ではみんないっ

しょ。 ヤマガラ、 カケス、 ・ンジニエ ウカ

ラ、 ハマシギ・・・ー・etc.。 との日・36種類、 

生まれて初めて 「カワセミ」 を見た。 

小さな喜びかもしれないけれど、大き

な満足を得た。私にとって「収穫の秋」 

の一日だった。 

牛田博和（川口市） 

小鳥の名前も知らない私が会員にな

りましたのは、毎日ベラソダに訪れる

雀の可愛らしさと、この可愛らしい小

鳥たちを大事にしなくてはという気持

ちと、 自然保護のために（気持ちだけ

でなすすべを知らない）何か役立てた

らとの思いからです。 

杉本澄代（志木市） 

私は、写真を撮っているもαγですか

ら、野鳥の撮影を中心にした行事を開

催してください。野鳥撮影のベテラ二／

を配し、撮影のテクニックを披露して

頂ければ幸いです。 

深町宗ー（加須市） 
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サシバ ◇10月 9 日午前 7 時～ 8 時、大宮市

日進町上空を27羽（森本団夫）。 

サンショウクイ ◇10月21日午前 7 時30分、 

浦和市三室で2 羽（海老原美夫）。 

ルリビタキ ◇10月21日午前 7 時30分、浦和

市三室でト古 1羽（海老原美夫） 

ジョウビタキ ◇10月22日、児玉町元田で6 

3 羽（飯野辰男）。◇10月26日、浦和市道

祖士で61羽（国益 勝）。 

ホシハジ口 ◇10月23日、桶川市川田谷の荒

川河川敷で合 3 羽（長野博行）。 

クイナ ◇10月23日、桶川市川田谷の荒川河

川敷で 1羽（長野博行）。 

アカハラ ◇10月24日午後 1時、大宮市日進

町で1羽（森本団夫）o ◇11月10日午前 9 

時、春日部市中野の屋敷林で1羽（石川敏

男）o ◇11月12日午前 8 時、浦和市大谷口

で1羽（近藤 崇）。 

アオジ ◇10月24日午前 9 時30分、浦和市の

白幡沼で早 1羽（海老原教子）。 

トラツグミ ◇10月25日、越谷市の越ケ谷小

学校運動場で落鳥 1羽（山部直喜）。 

ヒドリガモ ◇10月26日、桶川市川田谷の荒

川河川敷で 2 羽（長野博行）。 

オオタカ ◇10月26日、桶川市川田谷の荒川

河川敷で1羽（長野博行）。 

チュウヒ ◇10月26日、浦和市秋ケ瀬で1羽 

（埼大野鳥研）。◇同日、桶川市川田谷の

荒川河川敷で1羽（長野博行）。◇11月18 

日、浦和市秋ケ瀬で1羽（福井 亘）。 

チゴハヤブサ ◇10月26日、浦和市秋ケ瀬で 

1羽（埼大野鳥研）。 

タゲリ ◇10月26日午後1時、桶川市川田谷

の江川で7 羽（長野博行）。◇10月27日、 

大宮市の深作沼で33羽（中島康夫）。◇11 

月 4 日午後 4 時40分、岩槻市増長で約60羽 

（石川敏男）。 

コミミズク ◇10月26日午後 5 時、大宮市の

深作沼近くの草原で1羽（中島康夫）。 

アリスイ ◇10月27日、蓮田市の黒浜沼周辺  

松で 2 羽（中島康夫）。 

アオゲラ ◇10月27日午前 7 時30分、北本市

の農事試験場跡地で1羽（場谷本ルミ子ほ

か 2 名）。 

スズガモ ◇10月29日午後 4 時、桶川市川田

谷の荒川河川敷で1羽（長野博行）。 

バソ ◇10月29日、桶川市川田谷の荒川河川

敷で20羽以上（長野博行）。 

ョタ力 ◇11月 3 日、三芳町の雑木林で1羽 

（藤原寛治）。 

ビンズイ ◇11月 3 日、三芳町の雑木林で1 

羽（藤原寛治）。 

ツグミ ◇11月 3 日午前10時、熊谷市大麻生

の森で1羽（今井明巨）。◇ii月 4 日午前 

7 時、蓮田市の黒浜沼で5 羽（福井 亘ほ

か 3 名）。◇同日、春日部市谷原新田で1 

羽（石川敏男）。 

ウグイス ◇11月 5 日午前10時、北本市北本

で地鳴き（田中昭三郎）。 ◇11月16日、浦

和市道祖士で 3 羽（国益 勝）。 

カンムリカイツブリ ◇11月14日、浦和市秋

ケ瀬で1羽（福井 亘）。 

ハマシギ ◇11月16日、富士見市の柳瀬川で

約60羽の群れ（藤原寛治）。 

マヒワ ◇11月16日午後 2 時30分、秩父県民

の森上空を35羽（今井明巨）。 

ミヤマホオジロ ◇11月16日、桶川市川田谷

の荒川河川敷で8 早各 1羽（福井 亘ほか 

2 名）。 

オオホシハジロ ◇11月23日午前 9 時、川越

市の伊佐沼で 4 羽（森本国夫）。 ※混血？

キクイタダキ ◇11月23日午後 2 時、大宮市 

日進町で2 羽（森本団夫）。 

NHK 教育（3 ch) × 

『みてごらん』 

:J\'Z'7 競品） 
醒 r1lr 午前9 時:15分 

本支部監事・石

井生高さん宅などのミ

ニサンクチュアリを放

映。お母さん方、ぜひ。 

声誓ミニ～ 

、 
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艦務蕩会 

--'~～べ 

野鳥や自然の好きな方、どなたでも歓迎。 

受付は探鳥会当日です。予約申込みは必要 

ありません。 

筆記用具、雨具、昼食、 ゴミ袋、もしあれ

ば双眼鏡（なくても大丈夫）などをご用意く

ださい。小雨決行です。 

参加費は、一般= 100 円、会員と中学生以

下＝=50円 

1月 3 日（金） 東京都北区 浮間公園（荒川） 

ーホロ酔い迎春探鳥会一 

午前 9 時30分埼京線浮間舟戸駅前集合（熊

谷 7 】 57発→大宮 8: 38着一埼京線乗換大

宮 9I 03発→武蔵浦和 9 】 16→浮間舟戸 9 

I 25着）。正午ごろ解散。池のキンクロノ、 

ジロに新年のごあいさつ。空からは、チョ

ウゲンボウやカワウがあいさつに訪れます。 

（担当一海老原美夫、福井恒人） 

1月 5 日（日） 吉見町 吉見百穴周辺

午前 9 時10分東武東上線東松山駅前（寄居 

8 】 31発→森林公園乗換→東松山 9 】 06着

／武蔵野線南浦和 8 】 04発→北朝霞 8 】 14 

着（乗換）東武東上線朝霞台 8 】 19発→東

松山 9 : 04着／川越線大宮 7 : 55発→川越 

8 】 16着一東武東上線乗換 8 : 38発→東松

山 9 : 06着）または午前 9 時30分吉見百穴

前に集合。午後 1時ごろ解散。吉見名物の

タゲリを十分観察後、湖のマガモやハシビ

ロガモを見ます。 （担当＝＝田村照治、石井

生高、長野博行、榎本秀和） 

1月12日（日） 熊谷市 大麻生（定例） 

午前 9 時30分秩父鉄道大麻生駅前集合（浦

和 8 : 10発→熊谷 8 : 59着一秩父鉄道乗換 

9 】 09発→大麻生 9 】 18着／秩父鉄道寄居 

9 】 12発→大麻生 9 : 32着）。午後 1時ご

ろ解散。雑木林からアカゲラのドラミ ング

の音が聞こえてきます。河原では、ユリカ

モメや毎度おなじみのカワセミも現れます。 

（担当＝＝鈴木忠雄、堀越照雄、今井明巨） 

1月15 日（水、祝）全国ー斉ガン・カモ調査 

1月 19日（日） 浦和市 三室地区（浦和市

立郷土博物館共催・定例） ※参加費無料。 

午前 8 時15分北浦和駅東口（熊谷 7 : 19発 

→大宮 8 : 02着ー京浜東北線乗換）または

午前 9 時郷土博物館前に集合0 午後 1時ご 

ろ解散。芝川の干潟ではタゲリなどが見ら

れ、 ジョ ウビタキにも会えるでしょ う。 

（担当一楠見邦博、森本団夫、福井恒人） 

1月 25 日（土）夜～ 26日（日） 千葉県銚子ツ 

アー 	※詳細は、12月号参照。 

1月 26日（日） 久喜市 久喜・菖蒲工業団地

公園昭和池 

午前 9 時10分東北本線白岡駅前（東北本線

大宮 8 】 49発→白岡 9 : 04着）または公園

駐車場午前10時集合。午後 1時ごろ解散。 

マガモ、 トモエガモなど 8, 000 羽以上のカ

モが見られます。 （担当一中島康夫、浅田

徳次、松井昭吾） 

2 月 2 日（日） 三芳町 多福寺 

午前 8 時45分東武東上線上福岡駅西口（大

宮駅西口西武バス所沢行 8 】 30発→地蔵入

口下車／武蔵野線南浦和 8 : 04発→北朝霞 

（乗換）東武東上線朝霞台→上福岡）また

は午前 9 時30分多福寺駐車場集合。午後 1 

時ごろ解散。冬枯れの雑木林の中、アオゲ

ラやアカゲラのドラミ ングが響き、 カラ類

が忙しげに動きまわります。 （担当一藤原

寛治、長谷きみ子、増田 裕） 

2 月 2 日（日） 本庄市 阪東大橋北詰

午前 9 時高崎線本庄駅北口集合（高崎線浦

和 7 】 38発→大宮 7 】 44-*熊谷 8 : 27→本

庄 9 : 00着）。午後 2 時ごろ解散。カモの

大群やコハクチョウを見ます。 （担当＝＝田

村照治、石井生高、小淵健二） 

2 月 8 日（土） 浦和市コミュニティーセンタ

一室内会・野鳥写真教室一 

午後 3 時から。基本的な野鳥の撮り方やマ

ナーなどについて。写真を始めたい人、す

でに始めた人も、ふるってご参加ください。 

お間い合わせ、お中込は、支部事務局まて％ 

( 電 0488-32-4062 ) 
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11月 9 日（土） 川口市 差間地区 

囚 37人 「一］  晴 囲 コサギ カルガモ 

コガモ タゲリ コーリ カモメ ウ ミ ネコ シラコ

ト キジバ ト キセキレイ ハクセキレイ セグロ

セキレイ ヒョ ドリ モズ ジ . ウ ビタキ ツグミ

ウグイス ツジュウカラ メジロ ホオジロ アオ

ジ カ ワラヒワ りノメ スズメ ムク ドリ カケス

オナガ ハツボソガラス ハシブトガラス （ 28種） 

小春日和の一日、見沼の斜面林の紅葉とツメ、ジ・

ウビタキを十分に楽しめた。解散後、上空をチ 9 ウ

ゲンボウが舞って、参加者をよろとぱせた。 

11月10日（日） 熊谷市 大麻生 

囚 25人 口曇 囲 コサギ カルガモ

と1ガモ ヒ ドリ ガモ オナガガモ イ カルチ ドリ

イ ソり／ギ タりノギ キジパ ト カ ワセミ アカゲラ

ヒバリ ハクセキレイ セグロセキレイ ビンズイ

ヒョ ドリ モズ ジ甘 ウビタキ ツグミ ウグイス

ユナガ シジ＝ウカラ メジロ ホオジロ カりノラ

ダカ アオジ カワラヒワ り／メ スズメ ムク ド

リ カケス オナガ ハりノポソガラス ハ：；ノブト ガ

ラス（ 34種）ツグミ、りノメなど、戻ってきた冬鳥た

ちとご対面。探鳥会後は、鈴木リーダー宅でビール

とカレー。ありがとらございました。 

11月17日（日） 浦和市 三室地区 

囚 50人 口晴 囲 チュウサギ コサギ

ハマツギ クサツギ タカブりノギ イ ソりノギ タりノ・

ギ コ，り力モメ ツラコバト キジバト カワセミ

コゲラ ヒバり キセキレイ ハクセキレイ セグ

口ーヒキレイ タヒパリ ヒョ ドリ モズ ジ日 ウビ

タキ ッグミ ウグイス ヤマガラ ツジ：．ウカラ

メジロ ホオジロ カツラダカ アオジ カワラヒ

ワ シメ スズメ ムク ドリ カケス オナガ

ツポソガラス ハツブトガラス （ 36種） カワセミカ‘ 

久々に現れて、美しい背を木陰に見せてくれた。 

11月17日（日） 桶川市 江川流域 

囚 28人 医区］晴 囲 コサギ カルガモ 

コガモ クイナ タゲリ タりノギ キ ジパト ヒバ

リ ハクセキレイ タヒパり ヒョ ドリ モズ ジ

ョ ウビタキ ツグミ gノジュウカラ メジロ ホオ

ジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ スズメ 

J、ク ドリ カケ 7、 オナガ ハりノポソガラス ノ、ジノ

ブトガラス（ 26種）目的地の江川流域では、20羽の

群れを合わせて約40羽のタゲリが出現した。 

11月23~ 24日（土、日） 宮城県 伊豆沼 

囚 22人 「フ晴時々曇一時小雨 園 カィ

ツブリ ハジロカイ ツブリ ダイサギ コサギ アオ

サギ マガン ヒり／クイ ハクガン オオハクチ日

ウ コハクチョ ウ マガモ カルガモ コガモ オ

カ ョ シガモ ヒ ドリ ガモ オナガガモ ハりノビロ ガ

モ ホジノハジロ アカハジロ キンクロハジロ ホ

オジロガモ ミコアイサ カワアイーサ ト ビ オオ

タカ ノス リ チュウヒ コジ＝L ケイ キジ オオ

ノくン ツルシギ タらノギ コーリ カモメ キジバ ト

カワセ ミ アカゲラ ヒパ リ ハクセキレイ セグ

ロセキレイ ヒョ ドリ モズ ジ日 ウビタキ ツグ

ミ ウグイス シジュ ウカラ りノラガホオジロ ホ

オジロ カツラダカ オオジ」工 リ ン カワラヒワ

ペニマツコ りノメ スズメ ムク ドリ カケス

ツポソガラス ハツブトガラス（ 57種）支部発足後 

2 回目のッアー。天気もまずまずで、参加者も大満

足。上記の他に、福島県小鳥の森と阿武隈川でバン、 

ハマりノギ、 コゲラ、 ッパメ、 ェナガ、 ヒガラ、 ヤマ

ガラの 7 種が見られ、合計64種。 

11月24日（日） 富士見市 柳瀬川 

囚 11人 I 	l 雨 囲 コサギ マガモ カ 

ルガモ コガモ オナガガモ キジ タゲリ ハマ

りノギ クサツギ タカブシギ タりノギ ューリ カモメ

キ法バト ヒノく‘リ キセキレイ ハクセキレイ セ

グロセキレイ タヒバリ ヒョ ドり モズ ツグミ

ホオジロ カりノラダカ アオジ カワラヒワ スズ

メ ムク ドリ ノ、・ンボソガラス ノ、ツブト ガラス 

( 29種）雨の中、開けた刈り田に雄のキジが 4 羽も

出現。ハマツギの群舞もみごとだった。 

11月25日（月） 大井野鳥公園 

囚 5 人 天気 晴 囲 カィッブリ カワウ

ダイサギ コサギ アオサギ カルガモ コガモ

オカョツガモ ヒ ドリ ガモ オナガガモ 

ガモ ホシハジロ キンク ロハジロ スズガモ ト 

ビ クイナ パン オオバン ュ リ カモメ セグロ

カモメ ウ ミネコ キジパト ハクセキレイ ヒョ

ドリ モズ ジ． ウビタキ アカハラ ッグミ ウ

グイス ツジニェ ウカラ ホオジロ アオジ オオジ

ュ リ ン カ ワラ ヒワ スズメ オナガ ハジボソガ

ラス ハシブトガラス （ 38種） 

（訂正）12月号の伊良湖ツアーで「コクガン」は間

違いでしたので、削除願います。 

カルガモ 

ノく 
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ガンカモー斉調査にご参加ください 

日本野鳥の会では、今年も各支部の協力の

もと 1 月15日に全国一斉調査を行います。 

調査により、分布状態、種数、個体数、生

息環境などのデータを集め、サンクチュアリ

や狩猟規制などの保護活動に役立てています二

今年、県内では主として、狭山湖、久喜菖

蒲公園、大麻生、森林公園、阪東大橋、吉見

百穴の湖、荒川で行います。 

参加していただける方は、研究部まて％ 

野鳥の会はボランティアの手で 

私たちの県支部の活動はすべて、会員と役

員とのボランティアで支えられています。だ

れも支部から、報酬を得ているわけではあり

ません。探鳥会などの担当は、足代など自前

で頑張っています。事務局や役員もそれぞれ、 

自分の仕事を持った、普通の社会人で、夜と

か休日とかに、わが支部のため、ひいては野

鳥保護一自然保護のために、程度の差はあれ、 

個々の意思で尽力しているのです。 

ですから、力が及ばず、会員の皆様には色

色と、ご迷惑をおかけすることもあろうかと

思います。 しかし、野鳥の会はボランティア

で支えられている、 という事情をご理解いた

だき、県支部の進展につながると思われるご

意見など、 どしどしご提案ください。 

ご寄付ありがとう 

次の方々から、ご寄付いただきました。 

秋間利夫 2, 930 円、五十嵐輝雄 1, 000 円、 

石井生高 L594 円、多胡美代 3, 000 円、田中

昭三郎 1, 000 円、為貞貞人 1, 000 円、蛭田静  

子 200 円 	 ※50音順、敬， 

会員数は 

12月15日現在、 635人です。 

＠務 局日旬  
11月 2 日 浦和で編集部会。 

3 日 寄居で総務、普及の各部会。 

5 日 『 しらこばと』11月号発送。 

6 日 浦和郵便局へ、冬鳥調査用はがき 

受取人払いの承認申請（海老原）。 

7-- 8 日 栃木、群馬、東京の各支部と 

合同探鳥会についての打合せ。 

11日 保護鳥の取扱いなどについて、県 

庁自然保護課へ（海老原）。 

15日 北部総合運動公園について、県庁

公園緑地課へ（海老原）。 

16日 浦和で研究部会。 

レ昨年の初冬、新潟へ行って来ました。海に

面した宿の夜、友と語らい、酒くみかわし、 

翌朝、 日本海と佐渡の山なみ、上空を白鳥が

連なって行くのを見た。会員の皆様、今年も

楽しい会にするため、編集子ー同頑張ります

ので、よろしくお願いします。（楠見邦博） 

レ発足した当初は、わずかなスタッフで四苦

八苦。今は編集部員も 7 人に増えて、だいぶ

楽になりました。より充実した『しらこばと』 

を目指してがんばらねば。 （海老原美夫） 

レ送られてくる野鳥情報は、 うれしいもので

す。常連の方のものからは、その人のフィー 

ルドや好みの鳥まで想像できるし、初めての

方のものは、 うれしさも倍になります。（山

部直喜）ン増頁で20号記念らしく。（編集部） 

11月 2 日 

3 日 

5 日 

15日 

16日 

題字『しらこばと」】日本野鳥の会会長・山下静ー 
	

（イラスト風見出し・鷹尾正済） 

（無断転載を禁じます） 
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